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Tissue B/M���� VP シ ス テ ム 構 成

最 小 構 成

「操業HIS  (Human Interface Station) は、
操業で使用する操作ステーションです。

「保守用WS (Workstation)」は、チューニン
グ、銘柄データ登録、帳票管理、データロー
ド／セーブなどの管理用ステーションです。

「BM制御キャビネット」には、フレームの制
御や品質制御用の専用計算機と、制御用
のI/O端子などが収納されています。

最小構成でも、I/Oとソフトウェアの追加に
より、アプローチ、ドレネージなどの制御盤
の機能を取り込むことが可能です。

●

●

●

●

拡 張 構 成 (例)

弊社DCS「CENTUM VP」とは、Vnet/IPで接
続することで相互に操作監視が可能とな
ります。

BMnet-Sを接続したHISでは、BM操業HIS
と全く同じ操作監視が可能です。

●

●

操作室など

BM計最小構成 抄紙DCS 調成DCS

電気室など
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B/M���� VP
ティッシュ向けソリューション
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BM計導入後
坪量分布

BM計導入前
坪量分布

品質のばらつきが
小さくなります

��年の実績と革新的IRティッシュ坪量計が
生産性を飛躍的に向上させます。
BM計の導入は生産効率を飛躍的に改善します

◆   品質の常時監視・自動制御
◆   抜けのない安定性とベテランのノウハウ

品質評価の客観性向上
付加価値向上
品質向上

省ロス
省エネルギー
加斤量削減
オペレータ
負担軽減

操業管理
長期記録
クレーム対応
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��年の実績に基づく
ティッシュソリューション

高信頼性・長寿命の
BM�F� O形フレーム

プラットフォームに弊社CENTUM VPを使用

革新的な
IRティッシュ

坪量計

放射線は使いません

簡単保守

水分率も同時計測

横河独自の「周波数変調方式」

自動清掃機構（オプション）

測定には赤外線（IR）を用います。
導入にあたって放射線に関わる面倒は一切不要です。

光源交換を容易にし再調整も不要としました。
さらに構造もシンプルにして、保守性を大きく向上しました。

坪量だけでなく水分率も同時計測する�台�役のセンサです。

独自開発の「周波数変調方式」により、
高精度・高密度かつ同時同点の計測を行います。

ティッシュ抄紙機特有の紙粉対策を
行っています。とくに湿った汚れ
には自動拭き取り機構も
用意しました。

●　実績多数の高信頼性
●　モノコック構造を採用した高剛性、長寿命
●　高いメンテナンス性
●　エアガン、エアブロックなどの多彩な紙粉対策
     （オプション）

●　操作性の良いヒューマンインターフェース
●　オリジナルの操作・表示画面も簡単作成
●　現場操作盤の取り込みにより省スペース化と自動化推進が可能
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水分監視による
過乾燥防止

理想
水分率

水分の常時監視で、
乾燥エネルギーを
節約します

水分監視しない
場合のばらつき
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水
分
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導入前

BM計
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加斤量
削減後

ばらつきが小さくなると
加斤量を節約できます




